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202３年度 事業報告 (概要) 

 

0.1. 2023 年度活動方針 

 

 今年度は創立 31 年目、そこで「ポスト Vision30」活動の開始の年として、昨年度、会長および 3 副会長

を中心に議論を進めてきました「品質工学会として【ありたい姿】」をもとに絞り込んできた課題と方針の案をも

とに、従来からの継続に加え新たな活動を立ち上げ、それらの実現を目指して新たに前進することとしました。 

25 周年の際、「新たな品質工学の道」として、谷本前会長が「これからの 25 年を見据えて」のお考えを示

され、「品質工学会の目指すところ、Vision 30、大切にすること」を掲げて活動してきました。 

それら活動の結果を受け、次の 5 年からさらに将来に向け、会長および 3 副会長を中心に役員で議論を

進め、まず、品質工学の目的、従来の取り組み、取り巻く環境を踏まえて、改めて品質工学会の「ありたい姿」

を打ち出しました。 

【ありたい姿】 (1)社会課題への対応 社会の問題・課題をキャッチアップし、それらを解決・

達成するための損失低減の方策を開発できている 

 (2)品質工学の成果発信 

と活用促進 

品質工学の研究成果を広く社会に発信し活用の

促進ができている 

 (3)会員支援 会員各々の目的の実現を支援できている 

もちろん、従来から掲げてきた「目指すところ、大切にすること」に変わりはありませんが、上の 3 つを当面の重

点とするという学会としての意志であります。 

これら 3 つを柱として、各々についての課題を設定し、それらを達成するための活動方針を立てました。そし

て実施中の活動項目を層別し、新たに必要な項目を追加しまとめたのが下の表です。 

 

【課題】 【方針】 【2023 年度 取り組み項目(案)】 

(1)社会課題への対応 

 

SDG'S など社会課題に対

し、社会損失低減に目を向け

取り組むこと 

 

幅広く社会損失低減に向

け 

★研究テーマの設定 

★研究・普及体制の構築 

★これまでの社会損失低減研究の整理と 

社会問題・課題に対応する研究テーマの設定 

➢ 社会損失低減活動 

★社会問題・課題に対応する研究を実施する体制の構築 

➢ 公募(ボトムアップ)または指定(トップダウン)テーマ研究委員

会の設置 

(2)品質工学の成果発信と

活用促進 

 

1. 学会活動の DX 化を進め、

情報の発信と活用促進を効果

的かつ効率的に進めること 

2. 発信・活用すべきこれまでの

研究成果を整備すること 

 

 

 

 

 

 

★これまでの社会損失低減

の考え方と方法論の整理 

★会員・非会員それぞれに

向けた有用な情報の発信 

★活用促進策の拡充 

★これまでの社会損失低減の考え方と方法論の整理 

➢ 田口の研究の構造化 

★企業における社会損失低減の考え方の整理と情報発信 

➢ 企業における社会損失低減の考え方の整理とテキストの作成  

➢ 経営による社会損失低減の研究 

➢ 次世代商品開発プロセスの研究  

★情報発信の方法論の研究と実行 

➢ 従来の広報活動を活用した普及（発表大会、学会誌、ホー

ムページ、企業交流会 、各種メディアなど） 

➢ 新たな情報発信システムの構築 

➢ 優良事例の再整理と情報発信 
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【課題】 【方針】 【2023 年度 取り組み項目(案)】 

(2)続き  ★学会推奨制度の構築と公開 

➢ 品質工学関連書籍 

➢ 品質工学セミナー 

➢ 品質工学解析ツール 

★品質工学活用支援体制の構築 

➢ 規格協会、日科技連での実践セミナー 

➢ 指導員制度の再構築 

会員支援  

 

会員の目的・期待を把握し、

会員の活動をしっかり支援する

こと 

 

★会員の目的・期待の調

査分析 

★それらに応じたサポート体

制の構築 

★会員の「期待/課題」の調査 

➢ アンケート 

★学会員からの研究テーマ提案および実施の仕組み構築 

➢ 公募(ボトムアップ)テーマ研究委員会の設置 

★学会外の研究および活用事例の調査と共有（会員向け） 

➢ 共有ホームページなど 

 

本年度は、上記を、各々副会長をリーダーとする運営・組織・技術の 3 統括部に展開し、各部会/委員会で検

討の上で具体的な計画を作成しました。内容については「0.4. 2023 年度の取り組み」で述べ、またそれらの詳

細につきましては 11 ページ以降の「2023 年度 事業報告 (詳細)」に記述します。 

 

 

0.2. 役員、執行体制および会議等 

 

代表理事 椿 広計 

理事 上杉 一夫、衛藤 洋仁、太田 勝之、大塚 宏明、奥 展威、救仁郷 誠、 芝野 広志、 

島田 尚徳、須江 雅彦、田口 伸、武重 伸秀、田村 希志臣、近岡 淳、千葉 亨、永田 靖、 

楢原 弘之、浜田 和孝、藤本 隆宏、細川 哲夫、宮川 雅巳、矢野 耕也、山戸田 武史、 

山本 桂一郎、吉澤 正孝、吉原 均              ・・・ 以上 理事 計 26 名 

 

副理事 安藤 力、伊勢 大成、糸久 正人、大越 問、河田 直樹、熊谷 保昭、熊坂 治、近藤 芳昭、 

坂本 雅基、佐々木 康夫、塩沢 潤一、高辻 英之、高橋 和仁、高松 喜久雄、武澤 泰則、 

鐡見 太郎、畠山 鎮、舟山 博人、細井 光夫、見原 文雄、吉野 荘平 ・・・ 以上 計 21 名 

 

監事 笠 俊司、庄司 亨   ・・・ 以上 計 2 名                                    

      (各々五十音順) 
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0.2.1. 執行組織体制 

 

 

 

0.2.2. 会議体 

1) 定時社員総会: 2023 年６月 30 日(金) 、品質工学研究発表大会の第 2 日に開催しました。 

2)理事会: 定款第 31～36 条に規定される「この法人の業務執行の決定機関」として、定例の年 4 回

(6、9、12、3 月)の開催のほか、研究発表大会での発表賞授与決議のため臨時に開催しました。 

※ 2023 年 6/14(水)、9/13(水), 12/14(木), 3/12(火) 

3)部会長会議: 学会運営の執行に関わる検討・論議、情報共有、調整および進捗管理のための会議体

で、毎月(原則第 2 水曜)開催しました。 

※ 2023 年 4/12(水), 5/10(水), 6/14(水), 7/12(水), 8/9(水), 9/13(水), 10/11(水), 

11/8(水), 12/14(木), 2024 年 1/11(水), 2/14(水), 3/12(火) 

4）中長期活動方針・計画検討会: Vision30 活動の結果を受け、次の 5 年、さらに将来に向け、当学

会の目指すもの、そのために必要な実施項目について、毎月の部会長会議の終了後に役員有志で、また理

事会の議題として、さらに、別途に時間を設け「会長+3 副会長」での会議を数回開催し、方針の検討と

2024 年度実施項目について詰めました。 

これらの活動からの現時点での結論については、2024 年度事業計画を参照ください。 

　　2023年 6月14日

┌────────────────────理事 (無任所) 奥　展威 (日本規格協会)

├─────理事 (無任所) 藤本　隆宏 (早稲田大学)

┌────────────────────監事 笠　俊司 ├─────理事 (無任所) 永田　靖 (早稲田大学、日本品質管理学会長)  *印: 兼務

├────────監事 庄司　亨 ├─────理事 (無任所) 宮川　雅巳 (元 東京工業大学) ★印: 新任

│ ├─────理事 (無任所) 須江　雅彦 (滋賀大学)

│ ├─────理事 (無任所) 島田　尚徳 (日本科学技術連盟)

│ │

│ │

│ ├──────────────────────────────────────────────────田口の考え方の体系化委員会 吉澤

│ ├──────────────────────────────────────────────────特命研究委員会(仮) 宮川*、永田*

│ ├──────────────────────────────────────────────────(対外活動)----------------------------------------------------------横幹連合担当 椿*

│ ├──────────────────────────────────────────────────(対外活動)----------------------------------------------------------日本クォリティ協議会(JAQ)担当 救仁郷*

│ │

│ │

│ <運営統括> ├─────副会長 近岡 ──────────────────────────┬────────────────────────────────────────────────────────────────品質工学エンジニア認定審査委員会 熊谷 ───　

│ │ ・運営統括長 ├────────────副統括 田村 ──────────────────────────┬────────────事業部会 細川 ┬────────────企業交流会企画委員会 細川* ───　

│ │ │ │ ├────────────教育普及委員会 吉澤* ───近藤、塩沢、細井*

│ │ │ │ ├────────────経営委員会 近岡* ───　

│ │ │ │ └────────────新規事業委員会 近岡* ───　

│ │ │ └────────────審査表彰部会 田村* ─────────────────────────────糸久、安藤

│ │ │

│ └────────────副統括 矢野 ──────────────────────────┬────────────出版部会 矢野* ─────────────────────────────編集委員会 矢野* ───坂本、細井

│ └────────────広報部会 山本 ┬──────────────────────────────吉野、熊坂

────────┬───────────┤ └────────────インターネット運営委員会 伊勢 ───　

│ │

│ <組織統括> ├─────副会長 武重 ──────────────────────────副統括 吉原 ──────────────────────────┬────────────学校教育委員会 楢原 ─────────────────────────────河田

│ │ ・組織統括長 ├────────────企業普及委員会 大塚 ┬────────────(社会損失評価担当)──────────────吉原* ────────────── 

│ │ │ │ ├────────────(企業向けテキスト担当)──────────────大塚* ──────────────見原★

│ │ │ │ └────────────────────────────────────────────────(情報発信方法論研究担当)──────────────鐵見★ ────────────── 

│ │ │ └────────────研究会連携委員会 上杉 ─────────────────────────────高辻、鐵見*

│ │ │

│ │ <技術統括> └─────────────────────────────────────────副会長 浜田 ──────────────────────────┬───────────────────────────国際化対応委員会 田口 ─────────────────────────────舟山

│ │ ・技術統括長 ├────────────副統括 衛藤 ──────────────────────────┬────────────発表大会実行委員会 山戸田 ─────────────────────────────高松

│ │ │ └────────────戦略大会実行委員会 ──────────────────────────────────────────────────────────大越 ────────────────────────────────  

│ │ ├────────────副統括 芝野 ───────────────────────────────────────────────────────技術向上委員会 太田 ─────────────────────────────武澤、畠山

│ │ ├─────────────────────────────────────────────────────────────────MTシステム研究委員会 矢野* ───高橋

│ │ ├─────────────────────────────────────────────────────────────────(規格委員会)

│ │ └────────────────────────────────────────────────────────────────────(指定または公募テーマ研究委員会) (提案者)

│ │ <総務>

│ └─────────────────────────────────────────総務統括 救仁郷 ─────────────────────────────総務部会 千葉 ┬───────────────────────────────────────佐々木

│ └────────────事務局 (金野)

└─────────────────────────────────────────選挙管理委員会 兼 名誉会員の会 谷本 (理事待遇/非常任)

部会長会議メンバー

理事会メンバー

椿

　  2023年度　一般社団法人 品質工学会　執行組織体制  　.

<監事> <理事>

　　　　　　　　　　　<副理事>

代表理事

会長
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0.3. 会員状況 

 

1) 個人会員(正会員・学生会員・名誉会員)  

 2024 年 3 月 31 日時点で会員状況は次の通りです。 

表 2023 年度末 個人会員数 

 

 

 個人会員数は 2024 年 3 月末時点で 847 名となりました。 

 

図および表 2019～23 年度 個人会員数推移 

   

 

会員数、即ち皆さんに納めていただく会費は、発表大会を始めとするイベントの参加費収入が減少している

現状では、学会総収入の約50%を占めております。健全で有益な学会活動を実施し続けるために、会員数

の減少を抑えることは引き続き学会運営上の大きな課題です。 

役員および代議員の皆様には、品質工学会の魅力を発信し会員数を維持増加させるためにご協力いただ

けるようお願い致します。 

 

2) 名誉会員 

2024 年 3 月 31 日現在の名誉会員は以下の皆様です。(敬称略、五十音順) 

伊藤 源嗣 稲生  武 紙本 治男  鴨下 隆志 草間 三郎 

小池 昌義 土屋 元彦 谷本 勲  原  和彦  
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3) 賛助会員 

2023 年度の賛助会員は次の通りです。10 月に 1 団体が入会され、計 25 団体(28 口)の皆様から学

会活動への支援をいただきました。 

 

表 2023 年度 賛助会員 
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0.4. 2023 年度の取り組み 

0.4.1.  社会課題への対応 

★これまでの社会損失低減研究の整理と社会問題・課題に対応する研究テーマの設定 

・これまでの品質工学の取り組みを”社会損失低減による自由の総和の拡大”と定義した上で再整理を終 

え、今後の研究の方向を提案すると共に研究テーマを具体化しました。 

・現在学会主導で実施している研究は上記に位置付けられることを確認しました。 

★社会問題・課題に対応する研究を実施する体制の構築 

・学会指定型研究と学会員提案型の研究推進体制を検討中です。 

・学会指定型については、上記社会損失低減の研究テーマの設定を終え、2024 年度より研究活動を開始

します。 

・学会員提案型については、引き続き検討を進めていきます。 

★課題と対応 

＜課題＞ 

・効率的に研究を進めるための活動の体系化と整理 

・他学会および企業と連携した研究活動の実施 

・将来の研究推進を実行するための学会員の確保 

＜対応＞ 

・活動の統合、他学会および企業との連携、学会員増加を視野に研究活動内容を見直し、実施に移してい

きます。 

 

0.4.2. 品質工学の成果発信と活用促進 

★これまでの社会損失低減の考え方と方法論の整理 

・ベースとなる田口の研究の構造化、企業で活用するためのテキスト作りを着実に進めており、学会誌を通し

て情報発信しました。 

★企業における社会損失低減の考え方の整理と情報発信 

・企業で活用するためのテキスト作りを着実に進めており、日本規格協会発行の「標準化と品質管理誌」/通

称「SQ 誌」を通して情報発信も一部開始しました。 

★情報発信の方法論の研究と実行 

・前項のように発信すべき品質工学の成果の整理を進めると共に、品質工学会として効果的に発信する方

法を検討しております。2023 年度は、以下のように整理致しました。 

＊学会員向け：学会誌、研究発表大会、HP 

＊一般向け：SQ 誌、講座、HP、地方研究会 

・この中で、「研究発表大会」、「SQ 誌」については、情報発信のあり方と内容を見直し、2024 年 11 月に

実施した品質工学技術戦略発表大会から実施しております。引き続き効果的な方法を検討し実行して参り

ます。 

・また効率的な情報発信を実現するために学会活動の DX 化を進め、会費支払い、学会参加要領などの

効率化を実施致しました。 

★学会推奨制度の構築と公開 

・学会推奨制度の構築と公開方法について検討を開始し、対象のセミナーの基本情報を入手しました。具体

的な推奨制度の検討は次年度から開始します。 
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★品質工学活用支援体制の構築 

・本年度議論を開始しましたが引き続き検討が必要です。次年度、日本規格協会との連携も考慮し構想化

に着手致します。 

 

★課題と対応 

・「研究発表大会」、「SQ 誌」については見直しを実施しましたが、「学会誌」、「講座」、「HP」、「地方研

究会」も加えて総合的に効果的な方法論を検討してする必要があると考えております。 

 

0.4.3. 会員支援 

★会員の「期待/課題」の調査 

実施方法を検討しております。引き続き検討を進めて参ります。 

★学会員からの研究テーマ提案および実施の仕組み構築 

0.4.1 項に記しました通り、研究テーマの公募制度を検討しております。引き続き検討を進めて参ります。 

★学会外の研究および活用事例の調査と共有（会員向け） 

2022 年度、品質工学研究発表大会の第 1 回(1993 年)から第 30 回(2022 年)の 30 年間に発表さ

れた事例を分類整理したデータベースを作成し、そのエクセル版を学会ホームページで一般に公開しています。

2023 年度は、第 31 回大会の発表事例 55 件を追加して公開しました。 

https://rqes.or.jp/archives/library/caseStudyDatabase/RQES_DBase_A_20230929.xlsx 

 

0.5. 総括と今後の課題 

＜総括＞ 

・昨年度、これまで掲げてきた「品質工学会の目指すところ、Vision30、大切にすること」を受け、品質工学

の目的、従来の取り組み、取り巻く環境を踏まえ、改めて品質工学会の「ありたい姿」を打ち出し、その実現に

向けて取り組んで参りました。 

(1)社会課題への対応 

・上記と一般の研究が減少している現状を踏まえ、学会主導の研究活動の充実させる方向で研究の推進を

図ることとし、６つの学会主導研究領域を定めました。 

・また、今後企業でこれまでの成果を役立てていただくためには、管理技術特に品質管理との統合が重要であ

り、品質管理と品質工学を統合した体系作りを開始しました。 

(2)品質工学の成果発信と活用促進 

・学会活動の DX 化を進め、会費支払い、学会参加要領の効率化を実施しました。 

・これまでの学会活動のデジタル化を進め、学会 HP から情報を発信しました。 

・情報発信のありたい姿を描き、課題を整理するとともに、重要な「研究発表大会」および「SQ 誌」について、

情報発信のありたい姿を描くと共に内容を見直し一部開始しました。 

(3)会員支援 

・本年度は残念ながら活動できず、来年度から取り組みを開始します。 

 

＜今後の課題＞ 

学会を取り巻く環境の変化として早急な対応が必要なのは、学会員現象などに伴う運営赤字の拡大で

https://rqes.or.jp/archives/library/caseStudyDatabase/RQES_DBase_A_20230929.xlsx
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す。これと 2023 年度の活動結果を踏まえ、今後の課題は以下と考えております。 

(1)社会課題への対応 

・効率的に研究を進めるための研究テーマの体系化と整理 

・他学会および企業と連携した研究活動の実施 

・将来の研究推進を実行するための学会員の確保 

(2)品質工学の成果発信と活用促進 

・以下を総合的に活用した効果的な成果発信の目指す姿の構築 

研究発表大会、SQ 誌、学会誌、講座、HP、地方研究会 

・学会活動の計画的な DX 化 

(3)会員支援 

・学会員のニーズ把握と支援策の検討 

(4)学会運営 

・赤字運営からの脱却 
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2023 年度 事業報告 (詳細) 

 

活動方針に沿って各統括組織、部会、委員会で活動した内容を報告します。 

 

表 2023 年度方針、活動体、定款に定められた活動項目の関係 

 

 

1. 会長直轄 

1.1. 田口の考え方の体系化委員会 

・田口の考え方の体系化委員会は、毎月第一土曜日を定例会議として、以下の 5 つのテーマを設定して研

究を行いました。 

１）品質工学の概論 

２）技術開発に対する品質工学 

３）機能のばらつきを測定する SN 比の体系 

４）品質工学のための数理 

５）クレーム、保全に対する品質工学 
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・これらの研究成果として、学会の目的でもある評価技術の体系化に対して、体系化の枠組みが少し見えて

きましたので、2022 年の品質工学研究発表大会において、テーマ 1)田口の考え方の構想（品質工学概

論）、2)技術開発に対する品質工学、3)品質工学のための SN 比について発表し、会長賞が授与されまし

た。また、発表内容は校正の上、一部を学会誌に投稿しました。一部は、田口の考え方にみる技術構造、技

術開発に対する品質工学として学会誌に投稿をしました。田口の考え方にみる技術構造は、Vol31、Vo4

号に掲載され、公益財団法人精密測定技術振興財団品質工学賞論文賞の銀賞の受賞に至りました。技

術開発に対する品質工学は現在査読を受け 2024 年度には掲載予定です。残りの内容についても投稿の

準備をしています。これまでの田口の考え方の体系化については、以下のように大会発表をすると同時に学会

誌に投稿しています。 

著者 タイトル サブタイトル 雑誌名 巻 No 年度 ペー

ジ 

カテゴリー 賞罰 

吉澤正孝 田口の考え方の構造化

（１） 

品質工学は学問かという

矢野宏の問いに対する検

討 

品質工学 Vol.26 No.6 ２０１９ 3-15 論説   

吉澤正孝 田口の考え方の構造化

（2） 

「品質工学の歴史化」にみ

る品質工学要素の調査 

品質工学 Vol.27 No.6 ２０２０ 9-21 論説   

吉澤正孝 田口の考え方の構造化

（2）つづき 

「品質工学の歴史化にみ

る品質工学のマクロ構造

要素の抽出と考察 

品質工学 Vol.28 No.１ ２０２１ 4-12 論説   

吉澤正孝 田口の考え方の構造化

（３） 

品質工学のマクロ構造要

素について田口論文によ

る検証 

品質工学 Vol.29 No.3 ２０２１ 5-１６ 

  

論説   

吉澤正孝 田口の考え方の構造（品

質工学概論） 

  第 30回品

質工学研

究発表大

会予稿集 

 
 発表

番号

13 

２０２２ 54-

59 

  会長

賞 

衛藤洋仁、 

安藤力 

技術開発に対する品質

工学 

  第 30回品

質工学研

究発表大

会予稿集 

 
 発表

番号１

４ 

２０２２ 60-

65 

    

吉村孝史、 

武重伸秀、 

上杉一夫 

品質工学のための SN比   第 30回品

質工学研

究発表大

会予稿集 

 
 発表

番号１

５ 

2022 66-

69 

    

吉澤正孝 田口の考え方にみる技術

構造の研究 

  品質工学 Vol.31 No.4 ２０２３ 14-

25 

事例研究 論文

賞、

銀賞 

衛藤洋仁、 

安藤力 

田口の考え方の構造化:

技術開発に対する品質

工学 

 技術開発の目的 品質工学  Vol.32  No.2  2024 20-

31 

事例研究   

さらに、テーマ３）に関しては、パラメータ設計との関連も深いので、並行して研究を行っています。一部の

公認研究会で説明を行い、議論を深めました。 

 

1.2.  横幹連合への参画 

・昨年（2023 年 4 月）に再加盟しました。改めて横幹連合会員団体との連携を進めます。 

1.3.  JAQ への参画 

・日本品質管理学会、日本科学技術連盟、日本規格協会、日本能率協会および品質工学会の品質関

連 5 団体で。昨今のデータ改ざん問題など、日本の品質問題についてオールジャパンで対応する活動に参画

しています。 



一般社団法人 品質工学会 2024 年度 総会資料 

 

 

2023 年度 事業報告 13 

 

 

1.4.  日本規格協会との連携 

・引き続き、「品質工学会日本規格協会理事長賞」のスポンサーシップいただくと共に、品質工学の研究・活

用と教育・出版で連携を進めてきました。 

 

1.5. 日科技連との連携 

・本年度も理事を派遣いただき、理事会に参画いただき、連携の検討を進めてきました。 

 

1.6. 産総研との連携 

・産業技術総合研究所との技術交流を促進として、一般社団法人ミニマルファブ推進機構のファブシステム

研究会の年 2 回（2023 年 4 月、11 月）の総会に参加しました。 

・また、その中核機関である産総研ファブシステム研究グループの技術開発課題 4 件対して品質工学適用の

アドバイスする会合を 2023 年 6 月～7 月にかけて計 3 回実施しました。 

 

1.7. JAXA との連携 

・JAXA ではロバスト設計の標準書の制定後、多次元特性のロバスト設計の標準の検討を一昨年から行って

おり、それに対して支援を行ってきました。2024 年度も継続していきます。 

 

1.8. 選挙管理委員会 

★代議員選挙の実施 

・現代議員の任期 2 年目となることから、2024 年 1 月に公示し、2～3 月に立候補および推薦を受付、年

度末に投票を実施しました。 

 

2. 運営統括 

2.1. 品質工学エンジニア認定審査委員会 

・学会誌およびホームページで申請者を募集し、品質工学マスターエンジニアおよび品質工学エンジニアレベル

に各 1 名の応募があり認定されました。 

・本年度は品質工学エンジニア資格保有者に資格の利用状況を聴取して、申請促進につなげるために一斉

メールに掲載しました。 

・今後、応募促進策を継続して検討していきます。 

 

2.2. 事業部会 

2.2.1 企業交流会企画委員会 

・第 33 回企業交流会を 2024 年 2 月 9 日にテルモ(株)甲府東工場を会場に、ハイブリッド開催しました。 

「経営課題達成に向けた技法融合の方向性を探る」をテーマに講演、事例発表、パネル討論を行いました。 

参加者は学会側 76 名（現地参加者:53 名）、テルモ 65 名（現地参加者：40 名）、計 141 名と、

想定を超える大勢の参加がありました。 

前回の特別企画シンポジウムに引き続き、技法融合への関心の高さを再認識することができました．今回の

企業交流会がテルモでの品質工学活用拡大の機会になってと考えております． 
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・今後、会場を提供いただく企業の調査は継続し、その企業における品質工学の推進に取って良いタイミング

を見ながら調整していきます。今までのように名乗りを上げる企業は多くはないとも予想されるので、毎年の開

催に拘らずに検討していくことしています。 

 

2.2.2 教育普及委員会 

１）品質工学教育特別講座の開催 

・「品質工学の教育・普及活動の構想」について継続して議論してきました。全体構想のフレームと初期検討

がまとまった段階で、次年度はそれを元に具体的な活動の展開を検討します。 

・品質工学活用支援体制（外部機関への支援、指導員制度）の構築について、教育・普及委員会で検

討してきた「品質工学の教育・普及活動の構想」の中で議論を始めていますが、具体的な検討は未着手で、

次年度から構想化に着手します。日本規格協会との連携も考慮して進めていきます。 

・学会推奨制度の構築と公開方法について検討を開始し、対象のセミナーの基本情報を入手しました。具体

的な推奨制度の検討は次年度から開始します。 

2) 解析支援ツールの提供および解析支援ツールを活用した講座開催 

・2023 年春の研究発表大会の特別企画として解析ツール紹介を行いました。 

・「パラメータ設計の基本と解析支援ツールコース」を 2023 年 11 月 17 日に実施しました。今回はオンライン

方式で事前配布情報を充実させています。 

・「MT システムの基本と MT 法ツールコース」を 2024 年 3 月 8 日実施予定でしたが、参加者が少なく中止

しました。 

・ツールコース受講者への受講後フォローを個別に実施しました。また、それが継続した仕組みになるようにパラ

メータ設計解析支援ツールおよび MT 法解析支援ツールの修了者に対する継続的なフォローを実施中です。 

 

2.2.3. 経営委員会 

2.2.3.1. 次世代経営研究会 

・第 9 回定例会「テーマ：経営とマネジメントの視点から経営革新に果たした TQC の役割に関する考察、

基調講演 土屋元彦-元会長」を 2023 年 3 月に開催しました。その実施報告を学会誌に 2 回（2023

年 10 月号と 2024 年 1 月号）に分けて掲載しました。 

・第 10 回定例会「テーマ：現場目線で考える日本の農業のこれから基調講演 大國仁-(株)ACW パート

ナーズ代表取締役」を 2023 年 10 月に開催し、その実施報告を学会誌に投稿しました。2024 年 4 月号

と 7 月号に 2 回に分けて掲載する予定です。  

・定例会と並行して WG を計 4 回開催し、日本企業の課題をさらに深堀し、品質工学での視点での対応を

議論しました。 

第 5 回テーマ：現在の日本が置かれている状況理解とその要因考察、2023 年 4 月 1 開催 

第 6 回テーマ：日本の災害対策の現状と企業としての対策、2023 年 6 月開催 

第 7 回テーマ：日本を取り巻く社会環境を歴史を振り返りながら考察する、2023 年 8 月開催 

第 8 回テーマ：日本のエネルギー危機とその対策を考える、2023 年 12 月開催  

 

2.2.3.2. ファブシステム研究会 

・産業技術総合研究所との技術交流を促進として、一般社団法人ミニマルファブ推進機構のファブシステム

研究会の年 2 回（2023 年 4 月、11 月）の総会に参加しました。 



一般社団法人 品質工学会 2024 年度 総会資料 

 

 

2023 年度 事業報告 15 

 

・また、その中核機関である産総研ファブシステム研究グループの技術開発課題 4 件対して品質工学適用の

アドバイスする会合を 2023 年 6 月～7 月にかけて計 3 回実施しました。 

・一方でファブシステム研究会会員の民間企業 150 社への啓蒙活動ができておらず、中核の産総研との協

議を継続して新たな展開を図ります。 

 

2.2.4. 新規事業委員会 

2.2.4.1. 商品開発プロセス研究会 

・研究進捗の中間報告として、日本品質管理学会の学会誌「品質」に研究会の活動報告を投稿し、2023

年 4 月号（Vol.53-No.2）に掲載されました。また、品質工学会の会誌「品質工学」に本研究会の研究

活動を投稿し、2024 年 4 月号に前半（全体概要と WG１）、7 月号に後半（WG2 と WG３）が掲

載される予定です。３つの WG の活動内容は以下の通りです。 

１）WG１では商品開発最上流プロセスとしての新規事業を企画する際のプロセスや落とし穴など、社会的

課題抽出の視点を基に進めていきます。Service Dominant Logic, Design Thinking などの顧客との

価値共創プロセス（Customer Journey）のデザインに資する分析プロセスを提示しつつ議論してきまし

た。特に本年度は【顧客モデルの内在化】【顧客価値の創造過程】に焦点を当てて顧客目標と顧客価値の

進展過程，顧客の成長，主体性，自己表現、マクロな顧客価値の変化などの研究活動を行っています。 

２）WG2「創造性と効率性を両立した技術開発プロセスの構築」では品質工学や T7 を経営課題の達成

手段に位置付けるための方針管理によるマネジメントに関する研究を完了しました。 

この研究活動を通じて、技術開発をマネジメントするための管理項目設定の指針となる約 300 個のあるべ

き状態言葉を定義し、系統図に整理しました。技術開発プロセスを設計するプラットフォーム T7 の構築，お

よび技術開発プロセスをマネジメントするための系統図完成を完了し、T7 の活用を推進するフェーズに入るこ

とができました．なお、T7 活用推進のために以下を実施しました。 

① 日本品質管理学会第 53 回年次大会にて「“創造性と効率性を両立した技術開発プロセスの構築”の

活動報告」というタイトルで、T7 推進の課題と方針管理の必要性について発表しました。  

② 書籍出版 

以下の５つの章からなる書籍の原稿執筆を完了しました。本書籍の付録として上記の系統図を掲載します。 

１章 日本における TQM の変遷を確認し現状の課題を整理する 対談形式  

２章 技術開発フェーズの質を高める ～技術開発に求められる基本的な取り組み～ 担当：細川哲夫

委員  

３章 世界の動きを見る ～DFSS による技術開発への取り組み内容～ 担当：田口伸委員  

４章 課題の達成に向けての提言 ～T7 の有効活用による技術開発力の向上～ 担当：細川委員 

５章 仕組みを整理して体質の向上をはかる ～方針管理のすすめ～ 担当：福原證アドバイザー                                      

３）WG3 では事業評価と意思決定に損失関数を適用している Real Option 理論を参考に、事業評価

を経て意思決定すべき対象を整理し、新規市場への参入，モデルチェンジ，研究開発プロジェクトの継続あ

るいは中止、技術投入の保険、源流（技術開発）/上流（製品設計）でのロバスト性も加味した意思決

定評価方法の研究とその支援ツールについて、検討を継続しました。特に損失関数を使った新規機能価値の

分析手順の事例研究、 製品開発プロセスのマルコフ決定過程に基づいた評価方法の研究を深めています。 
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2.3.  審査表彰部会 

（１） 活動概要 

・第 31 回工学研究発表大会の研究発表レビュー記事を投稿し、学会誌 23 年 10 月号および 24 年 1

月号に掲載しました。 

・2023 年の学会誌掲載論文に対するレビュー記事を学会誌に投稿しました。24 年 4 月号より掲載予定で

す。   

・過去の論文賞授賞研究および発表賞授賞研究レビュー集の具体化に向けて検討を進めました。24 年も

引き続き検討します。 

・論文賞、学生賞を選定しました。発表賞、大会実行委員会長賞、会長賞を選定しました。 

・ASI と連携し、ASI 賞を選定しました。 

・日本規格協会と連携し、第 9 回日本規格協会理事長賞を選定しました。 

・第 31 回品質工学研究発表大会の表彰式にて、論文賞、ASI 賞、発表賞、大会実行委員会長賞、会

長賞の授賞を行いました。 

・論文賞、発表賞、ASI 賞、大会実行委員長賞、会長賞、学生賞の授賞規程および審査内規を見直し、

23 年 12 月に正式版を発行しました。 

・日本規格協会理事長賞、学生賞の応募促進策について検討を開始しましたが、具体化には至りませんで

した。引き続き検討を進めます。 

 

（2）精密測定技術振興財団 品質工学賞 論文賞 

金賞：技術開発におけるデザイン･フォー･シックスシグマ適用の検討（Vol.31,No.2） 

 高倉裕太朗＊１ 箱本健次郎＊２ 城 一樹＊２ 衛藤洋仁＊１ 

（*1 いすゞ自動車(株)  正会員  *2 いすゞ自動車(株)） 

銀賞：パラメータ成立範囲によるロバスト設計法と耐震設計への適用（Vol.31,No.1） 

 角 有司＊１ 中川貴文＊２ 

 （*1 (国研)宇宙航空研究開発機構 正会員  *2 京都大学生存圏研究所） 

銀賞：田口の考え方にみる技術構造の研究（Vol.31,No.4） 

 吉澤正孝（クオリティ･ディープ･スマーツ(責)  正会員） 

銀賞：生体情報に基づく製品の使い心地評価（Vol.31,No.1） 

 植 英規＊１  渡邉紫音＊２ 

（*1 福島工業高等専門学校 正会員  *2 福島工業高等専門学校） 

 

（3）品質工学会 ASI 賞  

題目：技術開発におけるデザイン･フォー･シックスシグマ適用の検討（Vol.31,No.2） 

受賞者：高倉裕太朗＊１ 箱本健次郎＊２ 城 一樹＊２ 衛藤洋仁＊１ 

（*1 いすゞ自動車(株)  正会員  *2 いすゞ自動車(株)） 

 

（4）品質工学会 日本規格協会理事長賞    

［個人受賞］ 二ノ宮進一  (日本工業大学 正会員) 

［組織･団体受賞］ マツダ株式会社 技術本部 ツーリング製作部  (代表者 横山郁夫) 
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（5）品質工学会 学生賞       

題目：金属 Additive Manufacturing におけるサポート形状最適化のひずみエネルギー評価に基づく研究 

受賞者：佐藤凜太郎（九州工業大学 情報工学部 知的システム工学科 4 年） 

指導教員：楢原弘之（九州工業大学大学院 情報工学研究院 教授） 

研究の種類：卒業研究 

 

（６）精密測定技術振興財団 品質工学賞 発表賞 

金賞：MT システムによる触媒劣化診断（発表 No.17） 

 熊谷賢一（ヤマハ発動機(株)  正会員） 

銀賞：転写性評価によるガラス製非球面レンズの生産技術情報の効率的取得と活用（発表 No.35） 

上田安紘＊１  羽尻好孝＊２  宮野隆弘＊２  野田真哉＊２  定兼裕矢＊２ 

（*1 (株)五鈴精工硝子 正会員 *2 (株)五鈴精工硝子） 

銀賞：MT 法による広島市における手足口病の流行開始予測（発表 No.18） 

山岡誠司＊１  臼田美由紀＊２  小中ゆかり＊２ 

（*1 広島市衛生研究所 正会員 *2 広島市衛生研究所） 

銀賞：金型設計初期段階における金型加工時間予測手法開発（発表 No.41） 

上村健祐＊１   川口元志＊１  白川真也＊１  秋月 匠＊２  上村勝利＊２  江草秀幸＊２ 

（*1 マツダ(株) 正会員  *2 マツダ(株)） 

銀賞：技術開発の効率化に向けたシステムの故障予測分析手法の検討（発表 No.11） 

 落合 誠＊１  野口あゆみ＊１  野上直樹＊２ 

（*1 富士フイルムビジネスイノベーション(株)  正会員 *2 富士フイルムビジネスイノベーション(株)） 

 

（7）品質工学研究発表大会 会長賞 

持続可能な発展, SDGs への品質工学活用の YKK グループの組織的取り組みに対して授賞した。 

・SDGs を俯瞰した含有害物質規制に対応する品質保証の為の材料分析精度向上検証（発表 No.5） 

山本 司＊１  畠山 鎮＊１  山下智之＊２  友納直記＊２  福島達也＊２ 

・地球環境変動に対応した商品開発の効率化による SDGs への取り組み（発表 No.6） 

松田祐樹＊３  大野麻波＊４  畠山 鎮＊１ 

・持続可能な社会に向けた機能性評価導入によるスピンドルモータ評価方法の確立（発表 No.7） 

鈴木彩心＊３  山下雅也＊４  畠山 鎮＊１ 

・機械組立工程における不具合是正活動と科学的手法の導入による設備診断の実施（発表 No.8） 

山岸聖弥＊１  中村高士＊１  松島英征＊１  畠山 鎮＊１ 

・持続可能な社会に向けて従来の開発を測定方法から見直した製造技術開発（発表 No.29） 

北島幸季＊１  畠山 鎮＊１ 

・設備総合診断研究結果を元とした SDGs に寄与する調整工数の最小損失化（発表 No.30） 

畠山 鎮＊１  中村高士＊１  松島英征＊１  山岸聖弥＊１ 

（*1 YKK(株) 正会員 *2 YKK(株) *3 YKK AP(株) 正会員 *4 YKK AP(株)） 
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（8）品質工学研究発表大会 実行委員長賞 

題目：深層学習と GPU を用いた高速なロバスト設計の検討（発表 No.47） 

受賞者：山戸田武史 （(株) IDAJ 正会員） 

 

（9）田口賞         

2024 年田口賞への応募はなく授賞審査に至りませんでした。 

田口賞応募促進のための体制構築および応募者向け田口賞自己審査ツールの提供について引き続き検討

を進めます。 

 

2.4. 出版部会 

2.4.1 編集委員会 

・学会誌は年間 448 ページの必達(16 ページの倍数管理によりコスト低減)で作成しました。 

・投稿規程および査読・編集プロセスに関しては 2022 年度に改訂して運用を開始しています。新しい規程

の認知度がやや低いことが課題としてあり、学会誌に改めて規程を掲載しました。 

・大会で発表した会員への論文投稿の働きかけを引き続き促進しましたが、投稿論文が少ない状況はあまり

変わっていません。 

・論文投稿促進の一環として、6 月の大会で発表した中で予稿 6 ページのものは論文として学会誌に投稿

するよう働きかけを行いました。 

 

2.5. 広報部会 

・コロナウイルス 5 類化に伴い，オンサイトとリモートの併用でのイベント開催が可能になったことを踏まえて迅速

な情報提供に努めました。 

・第 31 回品質工学研究発表大会では、大会の前後に 2 回，日刊工業新聞紙面で開催告知と結果報

告を掲載しました。 

・第 16 回品質工学技術戦略研究発表大会の宣伝告知を実施，参加者の確保に努めました。 

・品質工学の一般外向けの情報発信としての方策を検討していますが、具体的な活動に至っていません。継

続して有効な方策を検討していきます。 

 

2.5.1. インターネット運営委員会 

・Web サイトを通して提供する会員サービスの拡充を図るべく，総務部会，事業部会と連携して内容構成

の整理と拡充を行いました。 

・コンテンツの内容を見直し，誤った情報の修正や，必要な情報の追加を行いました。 

・国際化対応委員会と連携し，HP の英語化について連携してテストページを作成し，公開に向けて準備を

進めています。 

・ページごとに責任をもつコンテンツオーナーを指定し，掲載依頼に対して迅速に対応できるようにしました。 

・Web サイトのページビュー数，訪問者数のカウント方法をロボット検索を省き実質的な数値としました。 
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3. 組織統括 

3.1. 学校教育委員会 

・予定通り年 2 回の学校交流会を開催することができ、表彰することもできました。関係者の努力により、発

表件数も増え、質も高くなってきています。 

・前年度同様、関係者と共に年に２回の学校交流会を実施して参ります。2024 年度からは、懇親会含め

た対面での実施を目指し、交流会の定着および発展を目指します。引き続き定着化に向けて取り組んでいき

ます。 

 

3.2. 企業普及委員会 

(1) 社会損失低減 

・これまでの品質工学の歴史を整理した上で、今後品質工学が取り組むべきことを洗い出しました。それを品

質工学技術戦略大会で報告しました。 

(2) 企業向けテキスト 

・2022 年度までに企業向けテキストを作成し、2023 年度は品質管理との融合に向けて 1974 年に出版

された品質保証ガイドブックを活用し、品質管理を勉強しながらその後の進化分を追加する作業を進めており

ます。勉強しながら進めているため時間を要しておりますが、全 25 章中４章まで進めました。基本的な考え

方は理解できたため、2024 年度は活動を加速させて参ります。 

(3）情報発信方法検討 

・現状を「研究の場」「発表の場」「文字等で伝える場」の流れに沿って整理致しました。春/秋大会、学会誌

など学会員向けの情報発信、企業向けテキストなど非学会員向けの情報発信等の位置付けのありたい姿が

見えてきたところです。2024 年度からは個別の取り組みについて具体化して参ります。 

 

3.3. 研究会連携委員会 

昨年度に引き続き、以下の公認研究会および学会とのコミュニケーションを活性化させる方針で活動を実施

して参りました。 

北海道･東北 北海道タグチメソッド研究会、東北品質工学研究会 

関東 品質工学フォーラム埼玉、NMS 研究会、神奈川品質工学研究会 

甲信越･北陸 山梨県品質工学研究会、北陸品質工学研究会  

東海 静岡品質工学研究会、日本規格協会/計測機能研究会(MFRG)、 

 浜松品質工学研究会、中部品質管理協会/中部品質工学研究会 

近畿 滋賀県品質工学研究会、関西品質工学研究会  

中国･四国 広島品質工学研究会、香川品質工学研究会 

九州 北九州品質工学研究会、佐賀県品質工学研究会 

海外 中国品質工学研究会 

 

具体的には以下を実施致しました。 

・研究会懇談会・・・例年は品質工学研究発表大会の昼休みに実施しておりましたが、時間が短く議論が難

しい状況でした。そこで 2023 年度は 10 月 23 日(月)17:00～19:00 にリモートで議論を進めました。総

会で提示した学会の取り組みを題材に議論を進めましたが、各研究会が抱えている問題や悩みが共有化さ



一般社団法人 品質工学会 2024 年度 総会資料 

 

 

2023 年度 事業報告 20 

 

れるなど深い議論が交わされ、コミュニケーションの活性化につなげることができたと考えております。 

・研究会情報の展開・・・研究会からの要請に応え、合同研究会、シンポジウムなどの情報を展開し、参加を

促しました。 

・学会誌への研究会活動報告掲載の推進・・・例年通り、研究会活動報告掲載を推進致しました。 

コロナ禍の影響でリモート開催が比較的容易にできるようになったこともあり、この２年でコミュニケーションの活

性化が進んだと考えております。そこで次年度からは、学会主導の研究を研究会と共同で進めるなど研究活

動の連携を模索して参ります。 

 

4. 技術統括 

4.1. 国際化対応委員会 

世界における品質工学の取り組み状況を把握して紹介するとともに、日本における取り組みについて世界に

積極的に情報発信していくことを目的として、2022 年度に国際化対応委員会を設置し、活動を行っていま

す。2023 年度は以下の活動を実施しました。 

・国際ページ（英語）の立ち上げを目指し、第 1 報案を作成しました。広報部会と連携して HP 公開を目

指しています。 

・国際ページ作成と並行し、海外会員の立場から学会 HP の現状の表記、案内の内容をチェックし、一部英

語表記の加筆修正を行いました。 

・世界の品質工学発信基地としての立ち位置確立のため、田口伸委員長を中心に既存の International 

Committee への積極的な関与（主に ICRQE 関連）を実施しました。 

・ICRQE2024 マレーシア開催に向けての学会の立ち位置の明確化を行い、前回 2022 年の日本大会の

開催ノウハウの伝授を実施しました。2024 年度 9 月 2 日、3 日の開催に向けて、継続したサポートを行って

います。 

 

4.2. 品質工学研究発表大会実行委員会 

・第 31 回大会（RQES2023S）を、2023 年 6 月 29 日、30 日に開催しました。 

・実行委員特別企画として、「特別講演」および「品質工学会 30 周年記念講演」を実施しました。講演に

関連して肯定的な意見を多くいただきました。 

・発表件数:個人・団体・研究会などから 57 件 

・参加者数:国内産業界の研究者・技術開発者を中心に 317 名 

・開催場所：タワーホール船堀での実地開催と Microsoft Teams でのオンライン配信のハイブリッド開催で

開催しました。 

・オンラインのみの開催だった 2021～2022 年よりも満足度が大きく向上しており、現地開催のニーズが高い   

ことがうかがえます。 

 

4.3. 品質工学技術戦略研究発表大会実行委員会 

・第 16 回品質工学技術戦略研究発表大会（RQES2023A）を 2023 年 11 月 24 日に開催しました。 

品質工学における「社会損失低減による社会の自由の総和の拡大」の活動成果と今後の取り組みを議論す

ることを目的とし、「社会損失低減へ向けた品質工学の役割」というテーマで実施しましたが、企画、内容に対

し、アンケートをいただいた全員から、良い・非常に良いという評価をいただきました。 
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開催場所：星陵會舘ホール（千代田区永田町） 

参加者数：115 名。来場者数は 59 名で、リモート参加と実会場参加がほぼ半々となりました。2022 年

度に実会場での実施を再開しましたが、参加者数 116 名で約 70％がリモート参加であったことからすると、

実会場参加者数が増加したと言えます。 

12/8～12/22 にオンデマンド配信しました。 

・技術戦略研究発表大会の目的を改めて明確にし、期初事業計画の大幅に見直すこととし、

RQES2023A にて実施しました。明確化された目的に対する議論を徹底的に行える場を提供できるよう大

会内容を以下の様に変更すこととしました。 

１．発表件数を減らし発表時間と議論の時間を増やす。 

２．質疑ではなく、議論という名目にして参加者の意識を高める。 

３．必要あれば発表毎に議論したいポイントを参加者へ伝える。（司会） 

 発表 25 分、質疑 15 分 ⇒ 発表 40 分、質疑 20 分 

４．研究発表の場として継続するため、発表者へ以下を依頼する。 

【発表タイトル】「〇〇活動報告」や「〇〇取り組み」ではなく「〇〇の研究」、「〇〇の検討」、「〇〇の開

発」、「〇〇の最適化」、「〇〇の一考察」、「〇〇の提案」などとする。 

【発表内容】研究の形となるようにする。 

  例：既存の問題、課題克服の検討、仮説、検証、考察、まとめ。 

 

4.4. 技術向上委員会 

品質工学の「体系化」、「新領域適用」、「手法研究」の 3 領域について前年から継続中のテーマについて活

動しました。  

・「体系化」については、2022 年度、品質工学研究発表大会の第 1 回(1993 年)から第 30 回(2022

年)の 30 年間に発表された事例を分類整理したデータベースを作成し、そのエクセル版を学会ホームページで

一般に公開しています。2023 年度は、第 31 回大会の発表事例 55 件を追加して公開しました。 

 

https://rqes.or.jp/archives/library/caseStudyDatabase/RQES_DBase_A_20230929.xlsx 

 

・「新領域適用」については商品開発プロセス研究会活動に参画することで対応していますが、研究会活動へ

の参画が不十分でした。 

・「手法研究」については以下のテーマについて議論を行い、その成果を学会誌に投稿することを目標として活

動を行っています。 

  SN 比、MT システム、損失関数の数理  

  直交表の活用・応用  

  RQE の教育推進  

  学会の活性化・会員増加活動 

2023 年度は以下の 2 テーマについて取り組みました。 

① RT 法のデータ単位の問題を検討し、単位が混在したデータで解析するときの数理面および実務上の不

具合を明確化し、その対処法を解説にまとめて学会誌に投稿しました。（Vol.31 No.3） 

② AI 分野の専門家を委員会に招聘し、現在の AI 技術の状況や研究開発の方向性を知るとともに、品

質工学活用の可能性や果たすべき役割、今後の課題などを議論しました。今後解説にまとめて、学会

誌に投稿する予定です。 

https://rqes.or.jp/archives/library/caseStudyDatabase/RQES_DBase_A_20230929.xlsx
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4.5. MT システム応用研究委員会 

・新たな委員会として位置付けを明確にするとともに、委員の再選定を行いました。 

・新しい委員で、オンラインで 2 回の会議(発表、討議)を実施しました。 

・MT 法および RT 法において、解析法の種類の紹介および実データに適応した場合の課題について議論を

行いました。 

 

5. 総務部会 

5.1. 予算管理(全般、会費徴収管理など) 

・2023 年度は、コロナの影響も含めて引き続く会員数やイベント参加者数の減少による減収に対応して支

出を抑制しつつ管理してきました。 

・WEB での予算管理、イベント対応に備えスマートコアシステムへの切り替えを行いました。(下記 5.4.) 

 

5.2. 規程整備   

・2023 年度は、以下の規程、内規を整備しました。 

規 0015 号  (公財)精密測定技術振興財団品質工学賞論文賞規程     2023/12/14 改訂 

規 0016 号  (公財)精密測定技術振興財団品質工学賞発表賞規程     2023/12/14 改訂 

規 0017 号  品質工学研究発表大会実行委員長賞規程             2023/12/14 制定 

規 0018 号  品質工学研究発表大会品質工学会長賞規程                  2023/12/14 制定 

規 0019 号  品質工学会学生賞規程                         2023/12/14 制定 

規 0020 号  品質工学会 ASI 賞規程                        2023/12/14 改訂 

内 0004 号  (公財)精密測定技術振興財団品質工学賞論文賞審査内規  2023/12/14 制定 

内 0005 号  (公財)精密測定技術振興財団品質工学賞発表賞審査内規  2023/12/14 制定 

内 0006 号  品質工学会学生賞審査内規                     2023/12/14 制定 

 

5.3. バックナンバー頒布方法の改定 

・従来、学会誌、大会予稿集等のバックナンバー(在庫資産)を有料頒布してきましたが、冊子の在庫切れな

どに対応して PDF 化を含めた頒布方法の改定を行い、学会ホームページ上で公開しました。 

 

5.4. 会員管理システムおよび事務局の労務形態の変更 

・2022 年度中に検討した結果、将来に向け、業務遂行の持続性と経費低減を図るために事務局の労務

形態と会員管理システムとを変更することとしました。 

・2022 年度は準備期間、そして 2023 年度を移行期間として、事務局業務を業務委託化し、新システム

の当学会向けカスタマイズ、会員データベースの移行、大会参加申込み機能から順次適用し、2024 年度か

ら定常的な事務局の業務形態として運用させる計画です。 

・従来、会員管理・大会等の参加者管理・学会誌発行事務を始めとする事務局業務は、J-Alive 制作&メ

ンテナンスの「会員管理システム」と、ニコン日総プライム社からの派遣社員の「事務局員」とで担ってもらってき

ました。 

・しかしながら、システムの老朽化(機能追加や OS バージョンアップなどへの対応工数の増大、担当の後任者

不在)と、派遣社員としての雇用条件の不安定などの問題から将来的に安定的な事務局業務の遂行に対し
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ての不安が顕著になってきました。 

そこで、J-Alive より、システム変更提案を受けたのを機に、同社と事務局および総務とで検討した結果、

①市販の会員管理システムへの移行、②それによるシステムメンテナンスおよび事務局作業の工数低減、③

事務局業務の委託化の 3 点を骨子とする移行計画案を立て、正式見積もりの結果、定常移行後には、現

行総額より約 10%の経費低減が見込めることから、本移行計画に着手し 2023 年末で完了しました。 
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[審議] 第 2 号議案   

 

2023 年度 決算報告 

 
 

1. 決算概要 

 

        ２. 財務諸表 

        （貸借対照表、正味財産増減計算書、収支計算書） 

    2.1 総合計 

    2.2 一般会計 

    2.3 学生賞特別会計 

    2.4 地震予知 MT システム研究特別会計 

    2.5 田口賞特別会計 

        2.6 収益事業損益計算書 

 

3. 監査報告書 
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1. 決算概要  

品質工学会の会計は、一般会計と 3 つの特別会計で構成されています。 

一般会計は活動全般に関わるものですが、特別会計は田口賞、学生賞、MT システム研究に関わる事業に限

定したもので、それぞれを目的とした基金より成り立っているため、一般会計とは独立した会計として運用しています。 

但し、特別会計 3 会計の収入または支出の総額(約 2.2 万円)が、全 4 会計合計(約 2,300 万円)の 0.1%

にも満たないことから、本決算報告では４会計をまとめた「総合計」の財務諸表(貸借対照表、正味財産増減計

算書、収支計算書、収益事業損益計算書)からのトピックスを報告します。 

個々の会計の詳細についてはそれぞれの財務諸表(別紙)を御参照ください。 

なお、会計方式は、将来、公益法人へと移行することを念頭に、公益法人方式を採用しています。 

1.1. 「総合計」の財務諸表より 

1) 収支状況・・・・収支計算書より 

収支は、学会としての通常活動に関する【事業活動収支】、特別会計を含む積立とのやり取りについての

【投資活動収支】、納税関連の【財務活動収支】から構成されております。以下順に、概要を報告します。 

【事業活動収支】: 2023 年度は約 293 万円の赤字となりました。（対予算 収入 97％、支出 101％） 

 
図  事業活動収支 (2022～2023 年度)  
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 もともと事業活動予算収支差額が 216 万円の赤字でしたので、予算対比では 77 万円の悪化となりま

す。 

収入未達の主な要因は、会員数減少による個人会費(正会員・学生会員)の減少、広告掲載料、大会

予稿購読の減少、技術戦略大会の懇親会経費、また、その他収入（次世代経営研究会参加費、特別講

座・解析ツール活用講座参加費など）の減少などです。研究発表大会、技術戦略大会、企業交流会の参

加費用は、若干の過達となっています。 

支出未達の主な要因は、事業費に関しては研究発表大会経費及び研究発表大会、技術戦略大会、

企業交流会の懇親会経費の増大です。なお、研究発表大会及び企業交流会の懇親会費の増加は主に

参加者が予算計上より大幅に増えたことによるものであり、想定した収支としては大会は若干の赤字、企業

交流会は黒字となっています。また、事業費支出の大きな比率を占める学会誌出版経費については、ページ

数を管理する削減努力の結果、予算内に収めています。 

一方、管理費に関しては Web＆DB（システムメンテナンス支出）とその他管理費（総務部会費など）    

が増大しました。特に、Web＆DB では、会員管理システムを新たなシステムに移行しましたが、移行設定費

が 前年度に対して上乗せになったことと、予算に対し 53 万円増大したことが要因です。ただし、システム移

行設定費は 2023 年度限定の支出となります。なお、管理費支出の金額の大きい労務費（2023 年度か

ら業務委託費）、印刷通信・事務費支出は予算内に収めています。 

 

【投資活動収支】: 241 万円の収支差額としました。  

収入である積立の取り崩しは、事業活動予算の赤字補填のため、学会活動積立引当預金から 245 万

円を取崩したほか、貢献賞積立金および特別会計の学生賞積立金からそれぞれの贈賞に関わる経費分

(17+2 万円)を取崩し、264 万円としました。  

 支出としては、貢献賞積立に同賞に対する寄付金 3 万円を、また棚卸廃棄損約 20 万円を計上し、計

23 万円としました。  

 

【財務活動収支】::法人税は例年同様に収益事業分の税引き前利益が僅少(収益事業損益計算書参照)

であったため所得税の課税対象に至らず、法人住民税均等割の 7 万円のみとなりました。  

 

【当期収支差額】: 【事業活動】、【投資活動】、【財務活動】の収支差額と【予備費】支出(0 円)を合計した

総収支で、当期は 59 万円の赤字となりました。  

 

【次期繰越収支差額】: 前期繰越収支差額 892 万円に対し、前項の【当期収支差額】のー59 万円を合わ

せた 833 万円を次期に繰り越すことになりました。 

  

2) 資産および負債状況・・・貸借対照表より 

2023 年度末(2024 年 3 月 31 日)時点の資産総合計は、前年度末から 546 万円減少し 2807 万

円、正味財産は 46 万円減少し 948 万円となりました。 
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  図  資産および負債状況 (2022～2023 年度) ※各年度末付け貸借対照表より  

 

前年に対しての変動 

【固定資産】 前項の【投資活動収支】に記述した学会活動積立引当預金から 245 万円の取り崩しの

ほか、貢献賞積立および学生賞積立の取り崩し及び長期前払費用の増額を合わせ計

248 万円減。 

【流動資産】 現金・預金の減額 301 万円、貯蔵品の増額 4 万円を合わせ計 297 万円減。 

【固定負債】 学会活動積立引当、貢献賞基金引当、学生賞基金引当により 261 万円減。 

【流動負債】 主に前受金(次年度分会費の年度内徴収分)、未払い金の減少により 239 万円減。 

【正味財産】 以上の差し引きにより 46 万円減。 
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1.2. 特別会計に関する補足 

1.2.1. 学生賞特別会計 

2023 年度は応募１件に対する審査を実施し、品質工学会学生賞を授与した事に関わる審査贈賞

の経費として 2.2 万円を支出しました。その結果、年度末で積立預金は 58.8 万円となりました。 

1.2.2. 地震予知 MT システム研究特別会計 

2023 年度は、MT システム応用研究委員会の研究に関わる経費の費消はありませんでした。その結

果、年度末で積立預金は 30.3 万円を維持しています。 

1.2.3. 田口賞特別会計 

2022 年度も応募がなく審査が行われませんでした。その結果資産合計 483 万円を維持しています。 

 

1.3. 収益事業損益の概要 

品質工学会の事業には、収益事業と公益事業があり、前者に対しては納税義務があるため以下のよう

に按分の上申告しております。収益事業の収入と支出(経費)の概要と損益は以下の通りです。 

収入       ①掲載広告料、②出版物収入の非会員購入分、③予稿集購読料の非会員購入

分、④特別講座収入の非会員参加費分 

支出(事業費) ①学会誌の掲載広告ページに係る原価および非会員売却部数の原価、②大会予

稿集の非会員売却部数の原価(PDF の場合は原価なし)、③講座講師費の非会

員人数割合分 

(管理費) ①共通に係る管理費の収益事業収入割合分、②税理士報酬(申告料) 

 

損益  収入合計    806,452  

  支出合計    936,298 

税引き前利益    -129,846   ※ これより法人税は住民税 7 万円のみとなりました。 
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2. 財務諸表 
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2.1 総合計 

①貸借対照表（総合計） 

」 
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②正味財産増減計算書（総合計）1/4 
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②正味財産増減計算書（総合計）2/4 
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②正味財産増減計算書（総合計）3/4 
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②正味財産増減計算書（総合計）4/4 
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③収支計算書（総合計）1/4 
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③収支計算書（総合計）2/4 
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③収支計算書（総合計）3/4 
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③収支計算書（総合計）4/4 
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2.2 一般会計 

➀貸借対照表（一般会計） 
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②正味財産増減計算書（一般会計）1/4 
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②正味財産増減計算書（一般会計）2/4 
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②正味財産増減計算書（一般会計）3/4 
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②正味財産増減計算書（一般会計）4/4 
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③収支計算書（一般会計）1/4 
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③収支計算書（一般会計）2/4 
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③収支計算書（一般会計）3/4 
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③収支計算書（一般会計）4/4 
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2.3 学生賞特別会計 

➀貸借対照表（学生賞特別会計） 
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②正味財産増減計算書（学生賞特別会計） 
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③収支計算書（学生賞特別会計） 
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2.4 地震予知 MT システム研究特別会計 

➀貸借対照表（地震予知 MT システム研究特別会計） 
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②正味財産増減計算書（地震予知 MT システム研究特別会計） 

 
 

 

 

 



一般社団法人 品質工学会 2024 年度総会資料 

 

 

2023 決算報告 30 

 

③収支計算書（地震予知 MT システム研究特別会計） 
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2.5 田口賞特別会計 

➀貸借対照表（田口賞特別会計） 
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②正味財産増減計算書（田口賞特別会計） 
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③収支計算書（田口賞特別会計） 
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2.6 収益事業損益計算書 

一般会計収入の部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般会計支出の部（事業費） 
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一般会計支出の部（管理費） 
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３．監査報告書 
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役員改選 1 

 

[審議] 第 3 号議案 
 

役員(理事・監事)の改選 
 

 定款第 22 条（役員の設置）第 1 項，第 23 条（役員の選任）第 1 項に基づき，法人第５期の業務執行理

事・監事を以下のとおり提案させていただきます。 

法人第 5 期（2024～2025 年度）役員 

（敬称略、五十音順、所属は 2023 年度末時点） 

 

再任 

理事（19 名） 

衛藤 洋仁 いすゞ自動車(株) 

太田 勝之 

芝野 広志 

島田 尚徳 (一財)日本科学技術連盟 

須江 雅彦 滋賀大学 

田口 伸  American Supplier Inst. Inc. 

武重 伸秀 マツダ(株) 

田村 希志臣 コニカミノルタ(株) 

近岡 淳  (有)近岡技術経営研究所 

千葉 亨  HOYA(株) 

永田 靖  早稲田大学 

楢原 弘之 九州工業大学 

浜田 和孝 Hamada Quality Solution 

藤本 隆宏 早稲田大学 

細川 哲夫 (株)リコー 

矢野 耕也 日本大学 

山戸田 武史 (株)IDAJ 

吉澤 正孝 クオリティ・ディープ・スマーツ(責) 

吉原 均  キヤノン(株) 

 

監事（2 名） 

笠 俊司  (株)IHI 

庄司 亨  EEJA(株) 

新任 

理事（11 名） 

天谷 浩一 ティーケーエンジニアリング(株) 

熊坂 治  熊坂技術士事務所 

佐藤 吉治 (株)小松製作所 

高辻 英之 広島県立総合技術研究所 

鐡見 太郎 三菱電機(株) 

仲俣 千由紀 (株)IHI 

西野 眞司 日産自動車(株) 

細井 光夫 (株)小松製作所 

松浦 勝俊 (株)松浦機械製作所 

山下 隆宣 日本規格協会ソリューションズ(株) 

山田 秀  慶應義塾大学 

 

退任 

理事（7 名） 

上杉 一夫 上杉技研 

大塚 宏明 マツダ(株) 

奥 展威  日本規格協会ソリューションズ(株) 

救仁郷 誠 （学会退会 ※逝去） 

椿 広計  統計数理研究所 

宮川 雅巳 東京工業大学 

山本 桂一郎 富山高等専門学校 
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（参考）副理事の選任について 

 

 副理事とは、定款 22 条第 1 項に定める法人法上の業務執行理事の職務を補佐する役職です。任期の満了に伴

い、新たに副理事を任命いたします。 

 但し、下記副理事規程にありますよう、その任命は会長の専権事項でありますことから、法人第 5 期の会長選出後に

正式任命した時点で、会告にてお知らせいたします。 

 

副理事規程（抜粋） 

(職務) 

第 2 条 本学会に副理事若干名を置く。副理事は、会長(代表理事)の命を受け、理事の職務を補佐することをそ

の任務とする。 

(任命)  

第 3 条 副理事は、正会員のうちから、理事の意見を参考に、会長が任命する。 

(任期) 

第 4 条 副理事の任期は、原則 2 年とする。  

2. 副理事の任期の末日は、当該副理事を任命した会長の任期の末日とする。  

3. 任期の途中で副理事の交替があった場合，後任の副理事の任期は，前任者の残任期間とする。 

4. 副理事は、再任を妨げない。 

 

参考 2022～2023 年度 副理事      （敬称略、五十音順） 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

安藤 力 富士ﾌｲﾙﾑﾋﾞｼﾞﾈｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ(株) 

安藤 欣隆 （学会退会 ※逝去） 

糸久 正人 法政大学 

大越 問 ライオン(株) 

河田 直樹 埼玉工業大学 

熊谷 保昭 

熊坂 治 熊坂技術士事務所 

近藤 芳昭 コニカミノルタ(株) 

坂本 雅基 花王(株) 

佐々木 康夫 (株)リコー 

塩沢 潤一 クオリティクリエイト(株) 

高辻 英之 広島県立総合技術研究所 

高橋 和仁 神奈川県立産業技術総合研究所 

高松 喜久雄 (株)IHI 

武澤 泰則 (株)松浦機械製作所 

鐡見 太郎 三菱電機(株) 

野澤 大成 (株)ノトアロイ 

畠山 鎮 YKK(株) 

舟山 博人 (有)アイテックインターナショナル 

細井 光夫 (株)小松製作所 

見原 文雄 日本能率協会コンサルティング 

吉野 荘平 (株)ときそう 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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参考 2024 年度 副理事（予定）    （敬称略、五十音順 ☆：新任） 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

安藤 力 富士ﾌｲﾙﾑﾋﾞｼﾞﾈｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ(株) 

糸久 正人 法政大学 

河田 直樹 埼玉工業大学 

熊谷 保昭 

近藤 芳昭 コニカミノルタ(株) 

坂本 雅基 花王(株) 

佐々木 康夫 (株)リコー 

塩沢 潤一 クオリティクリエイト(株) 

☆高田 圭 セイコーエプソン(株) 

高橋 和仁 神奈川県立産業技術総合研究所 

高松 喜久雄 (株)IHI 

☆寳山 靖浩 リョービ(株) 

武澤 泰則 (株)松浦機械製作所 

野澤 大成 (株)ノトアロイ 

畠山 鎮 YKK(株) 

舟山 博人 (有)アイテックインターナショナル 

見原 文雄 日本能率協会コンサルティング 

☆山本 桂一郎 富山高等専門学校 

吉野 荘平 (株)ときそう 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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2024 年度 名誉会員 

 

[議案 4] 

名誉会員の推薦 

理事会では，下記会員の学会活動への功労を称え，名誉会員として処遇することを推薦します。 

ご承認をお願いします。 

椿 広計   氏   (統計数理研究所 所長 ） 

(推薦理由)  

椿広計氏は，2020 年の一般社団法人 品質工学会総会における会長に就任以来，現在まで 2 期 4 年間にわた

り会長として学会運営にご尽力頂きました。在任中の研究面、運営面での活動は学会活動への大きな貢献であります。 

今回の役員改選で会長を退任されることになりますが、引き続きご支援頂くことを了解頂きました。同氏のこれまでの学

会への貢献と今後の支援への期待は、名誉会員として処遇するにふさわしいと考えます。 

以下に、主な経歴と著作を紹介します。 

(主な経歴) 

2024 年 4 月 - 現在 情報・システム研究機構, データサイエンス共同利用基盤施設, 副施設長 

2023 年 4 月 - 現在 独立行政法人統計センター, 特別参与  

2023 年 4 月 - 現在 日本クオリティ協議会(JQA) 役員（品質工学会代表） 

2021 年 10 月 - 現在 総務省, 政策統括官(統計基準担当）, 統計監理官 

2021 年 4 月 - 現在 総務省 統計研究研修所, 客員統括教授 

2019 年 4 月 - 現在 大学共同利用機関法人情報・システム研究機構, 統計数理研究所, 理事・

統計数理研究所長 

2016 年 4 月 - 現在 総合研究大学院大学, 名誉教授 

2015 年 11 月 - 現在 統計数理研究所, 名誉教授 

2013 年 4 月 - 現在 筑波大学, 名誉教授 

主な著作 

⚫ 統計数理研究所リスク研究ネットワークが目指したレギュラトリーサイエンスと倫理を振り返る  

椿 広計   臨床評価 51(3) 361-365 2024 年 2 月 

⚫ 商品開発プロセス研究会の活動  

椿広計, 近岡淳, 原田洋一郎, 細川哲夫, 山田秀, 山本渉   品質 53(2) 95-106 2023 年 4 月 

⚫ 医薬品安全性評価の統計学とデータサイエンスの基盤  

椿 広計   臨床評価 50(4) 422-432 2023 年 2 月 

⚫ 社会課題に応える品質工学の役割—The Role of Robust Quality Engineering in Solving Social 

Problems—学会設立 30 周年特集号  

椿 広計   品質工学 = Journal of Quality Engineering Forum 30(4) 377-382 2022 年 10 月 

 

他 著書、学術論文多数                                                  以上 
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[報告] (1) 

 

2024 年度 事業計画案 
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2024 年度 事業計画 (概要) 

 

0.1. 2024 年度活動方針 

 

昨年度、これまで掲げてきた「品質工学会の目指すところ、Vision30、大切にすること」を受け、品質工学

の目的、従来の取り組み、取り巻く環境を踏まえて、以下の品質工学会の「ありたい姿」を打ち出しました。 

【ありたい姿】 (1)社会課題への対応 社会の問題・課題を先取りし、それらを解決・達成

するための損失低減の方策を開発できている 

 (2)品質工学の成果発信 

と活用促進 

品質工学の研究成果を広く社会に発信し活用の

促進ができている 

 (3)会員支援 会員各々の目的の実現を支援できている 

そして 2023 年度は、その実現に向けて方針を定めた上で取り組みを実施し、「2023 年度事業報告」に

記しました通り一定の進捗を得ることができました。 

その結果と取り巻く環境の変化を踏まえ、会長および副会長で協議し、今後の課題として以下を抽出致し

ました。 

(1) 研究の推進 

・効率的に研究を進めるための今後活動の体系化と整理 

・他学会および企業と連携した研究活動の実施 

・将来の研究推進を実行するための学会員の確保 

(2) 成果の情報発信 

・以下を総合的に活用した効果的な成果発信の目指す姿の構築 

研究発表大会、標準化と品質管理、学会誌、講座、HP、公認研究会 

・学会活動の計画的な DX 化 

(3) 会員支援 

・学会員のニーズ把握と支援策の検討 

(4) 学会運営 

・赤字運営からの脱却 

これらを踏まえて今年度の活動項目をまとめたのが下の表です。 

 

【課題】 【方針】 【2024 年度 取り組み項目(案)】 

(1)社会課題への対応 

 

SDG'S など社会課題に対

し、社会損失低減に目を向け

取り組むこと 

 

幅広く社会損失低減に向

け 

★他団体と連携した研究

戦略の策定と実行 

★研究・普及体制の構築 

★2023 年度整理した社会損失低減研究領域の研究戦略策定

と研究活動の実施 

➢ 社会損失低減活動 

★社会問題・課題に対応する研究を実施する体制の構築 

➢ 公募(ボトムアップ)または指定(トップダウン)テーマ研究委員

会の設置 
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(2)品質工学の成果発信と

活用促進 

 

1. 学会活動の DX 化を進め、

情報の発信と活用促進を効果

的かつ効率的に進めること 

2. 発信・活用すべきこれまでの

研究成果を整備すること 

 

 

 

 

★これまでの社会損失低減

の考え方と方法論の整理 

★会員・非会員それぞれに

向けた有用な情報の発信 

★活用促進策の拡充 

★これまでの社会損失低減の考え方と方法論の整理 

➢ 田口の研究の構造化 

★企業における社会損失低減の考え方の整理と情報発信 

➢ 企業における社会損失低減の考え方の整理とテキストの作成  

➢ 経営による社会損失低減の研究 

➢ 次世代商品開発プロセスの研究  

★情報発信の方法論の研究と実行 

➢ 従来の広報活動を活用した普及（発表大会、学会誌、ホー

ムページ、企業交流会 、各種メディアなど） 

➢ 新たな情報発信システムの構築 

➢ 優良事例の再整理と情報発信 

★学会推奨制度の構築と公開 

➢ 品質工学関連書籍 

➢ 品質工学セミナー 

➢ 品質工学解析ツール 

★品質工学活用支援体制の構築 

➢ 規格協会、日科技連での実践セミナー 

指導員制度の再構築 

(3)会員支援  

 

会員の目的・期待を把握し、会員

の活動をしっかり支援すること 

 

★会員の目的・期待の調

査分析 

★それらに応じたサポート体

制の構築 

★会員の「期待/課題」の調査 

➢ アンケート 

★学会員からの研究テーマ提案および実施の仕組み構築 

➢ 公募(ボトムアップ)テーマ研究委員会の設置 

★学会外の研究および活用事例の調査と共有（会員向け） 

➢ 共有ホームページなど 

(4)運営赤字の解消 

 

1. 支出を抑え赤字を解消すること 

2. 会員増加に向けて取り組むこと 

 

★今後の会員減少も踏ま

えた支出削減策の導出 

★(1)~(3)以外の会員増

加策の検討 

★今後の会員減少も踏まえた支出削減策の検討 

➢ 年度会計分析 

➢ 削減策の検討 

★会員増加策の検討 

➢ 公認研究会との連携など 

本年度は、上記を、各々副会長をリーダーとする運営・組織・技術の 3 統括部および総務部に展開し、各

部会/委員会で検討の上で具体的な計画を作成しました。内容については「0.3 主な活動」で述べ、またそ

れらの詳細につきましては 8 ページ以降の「2024 年度 事業計画 (詳細)」に記述します。 

 

0.2. 役員、執行体制および会議等 

0.2.1. 法人第 5 期(2024~25)役員 

 

理事 天谷 浩一、衛藤 洋仁、太田 勝之、熊坂 治、芝野 広志、島田 尚徳、須江 雅彦、田口 伸、 

武重 伸秀、田村 希志臣、近岡 淳、佐藤 吉治、高辻 英之、千葉 亨、鐡見 太郎、永田 靖、 

仲俣 千由紀、楢原 弘之、西野 眞司、浜田 和孝、藤本 隆宏、細井 光夫、細川 哲夫、 

松浦 勝俊、矢野 耕也、山下 隆宣、山戸田 武史、山田 秀、吉澤 正孝、吉原 均 

・・・ 以上  計 30 名 

副理事 安藤 力、糸久 正人、河田 直樹、熊谷 保昭、近藤 芳昭、坂本 雅基、佐々木 康夫、 

塩沢 潤一、高田 圭、高橋 和仁、高松 喜久雄、寶山 靖浩、武澤 泰則、野澤 大成、 

畠山 鎮、舟山 博人、見原 文雄、山本 桂一郎、吉野 荘平 ・・・ 以上 計 19 名 

監事 笠 俊司、庄司 亨   ・・・ 以上 計 2 名                                        (各々五十音順) 
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0.2.2. 執行組織体制 

 
 

 

0.2.3. 会議体 

 定時社員総会: 2024 年６月 28 日(金) 、品質工学研究発表大会の第 2 日に開催を予定しています。 

1) 理事会: 定款第 31～36 条に規定される「この法人の業務執行の決定機関」として、定例開催(9、 

12、 3、6 月) します。また必要に応じて、臨時またはメール審議と臨機に開催します。 

2) 部会長会議: 学会運営の執行に関わる検討・論議、情報共有、調整および進捗管理のための会議

体で、毎月(原則第 2 水曜)開催します。 

0.3. 2024 年度の活動計画 

0.3.1. 社会課題への対応 

★2023 年度に整理した社会損失低減研究領域の研究戦略策定と研究活動の実施 

・整理した社会損失低減研究領域は以下の６つです。 

（出荷前損失）方針損失、プロセス損失、オペレーション損失 

（出荷後損失）機能のばらつき、使用コスト、公害 

・これまで全ての領域で様々な取り組みが実施されておりますが、この中でプロセス損失の中の源流開発つ

まり商品企画前に行う技術開発へのフロントローディングについては、産業構造が二次から三次に変化する

中、製造業において喫緊の課題となっていると認識しております。 

・そこでまず今年度は実際の企業で役に立つプロセス損失低減の考え方と方法論の研究を先行して進めて

いきます。ここでは産官学連携も視野に研究を進め、学会主導型研究の一つの雛形を作ることを目指しま

す。 
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・加えて他の領域についても研究の進め方を検討していきます。 

★社会問題・課題に対応する研究を実施する体制の構築 

・指定・公募研究会について、テーマ発掘の進め方・審査基準の検討を行って参ります。既に複数の指定

研究会は活動、あるいは企画されている現状を考慮し、基本の学会研究会規程作成を進めていきます。 

 

0.3.2. 品質工学の成果発信と活用促進 

★これまでの社会損失低減の考え方と方法論の整理 

【田口の研究の構造化】 

・前年度に引き続き、引き続き毎月第一土曜日を定例会議として研究を行っていきます。 

★企業における社会損失低減の考え方の整理と情報発信 

【企業における社会損失低減の考え方の整理とテキストの作成】 

・前年度に引き続き、作成した企業向けテキストの内容に基づいて日本規格協会発行の「標準化と品質管

理誌」/通称「SQ 誌」に、企業目線での情報発信を継続していきます。 

・また、前年度に引き続き、作成した企業向けテキストに品質管理をシームレスにつないで進化させた新しいテ

キスト作りも継続して進めていきます。 

【経営による社会損失低減の研究】 

・次世代経営研究会の活動を継続し、主に日本企業の経営課題について引き続き定例会および WG の両

活動を軸に研究を進めていきます。今年度は定例会での新たな情報を吸収しながら、整理できた課題への対

応施策を品質工学の考え方を元に WG にて議論し整理していきます。 

経営者予備軍のメンバーがまだ少なく、経営的視点がまだまだ不足気味であり、今後もメンバー発掘も継続

していきます。 

・国立研究開発法人産業技術総合研究所との技術交流を促進するために、その国家プロジェクトから発展 

した一般社団法人ミニマルファブ推進機構のファブシステム研究会を通して、産業技術総合研究所および半 

導体産業への啓蒙を引き続き促進していきます。 

★情報発信の方法論の研究と実行 

【従来の広報活動を活用した普及】 

・前年度は「研究発表大会」および「SQ 誌」について情報発信のあり方に工夫を加えましたが、今年度は「学

会誌」、「講座」、「HP」、「公認研究会」も加えて効果的に情報発信のあり方を検討していきます。 

【新たな情報発信システムの構築】 

・従来の広報活動以外の情報発信のあり方についても、検討を開始します。 

【優良事例の再整理と情報発信】 

・前年度作成した品質工学研究事例集のアップデートを実施していきます。 

★学会推奨制度の構築と公開 

・前年度まとめた「品質工学の教育・普及活動の初期構想」を元に今までの講座も見直して新たな講座体

系を検討します。会員からのニーズ調査内容も実施し、参考にしていきます。 

・ 学会推奨制度、 品質工学活用支援体制（外部機関への支援、指導員制度）も全体構想の中で検

討していきます。 

★品質工学活用支援体制の構築 

（★学校推奨制度の構築と公開の活動の中で検討していきます。） 

★指導員制度の再構築 
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（★学校推奨制度の構築と公開の活動の中で検討していきます。） 

 

0.3.3. 会員支援 

・学会員からの研究テーマ提案および実施の仕組みを引き続き検討していきます。 

・引き続き学会外の研究および活用事例を調査し、共有して参ります。 

・昨年度実施できなかった「会員の期待/課題の調査」については、本年度取り組みを開始します。 

 

0.3.4. 運営赤字の解消 

・2024 年度分については削減策を検討し、予算計画に織り込みました。今年度はこれを実行し赤字解消に努

めて参ります。 

・また会員増加策についても合わせて検討して参ります。 
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2024 年度 事業計画 (詳細) 

 

活動方針に沿って各統括組織、部会、委員会で進めていく活動計画の内容を記載します。 

表 2024 年度方針、活動体、定款に定められた活動項目の関係 

 

 

1. 会長直轄 

1.1. 田口の考え方の体系化委員会 

2024 年度も継続して研究を続けます。選択した５つのテーマに対して、多角的な視点からの検討を続けます。

田口の活動を 1950 年代までさかのぼって研究しています。時代背景と品質管理運動との関係もあり、その影響

を考慮しながら、田口の技術に対する哲学を整理しています。研究の成果は逐次発表していきますが、会員の皆

様からの意見や査読を通じてフィードバックをいただき、内容を充実させていきます。 

１）品質工学の概論 

２）技術開発に対する品質工学 

会
長
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★幅広く社会損失低減に向けた研究

テーマの設定と研究の推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

★研究・普及体制の構築

● ● ● ● ● ● ● ●

★学会活動のDX化
▲

★これまでの社会損失低減 の考え方と

方法論の整理 ● ● ● ● ●

★会員・非会員それぞれに向けた有用な

情報の発信
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

★活用促進策の拡充
●

★会員の目的・期待の調査分析
● ● ●

★それらに応じたサポート体制の構築
● ●

★今後の会員減少も踏まえた支出削減

策の導出
● ● ● ● ● ● ● ●

★(1)~(3)以外の会員増加策の検討
●

学会運営 ● ●

外部連携 ● ● ● ● ● ●

1）品質工学の研究と調査、および奨励、助成 ● ● ● ● ● ● ● ●

2）品質工学の普及、およびその奨励、助成 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

4）学会誌その他の刊行物の発行 ●

● ● ● ● ● ● ● ●

6）品質工学情報の収集、提供 ● ● ● ● ● ●

7）内外関係団体との連絡会および提携 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

8）その他この法人の目的を達成するための必要な事業 ● ●

活動体

5）研究発表大会､研究集会､講演会､展覧会､講習会､

見学会などの開催

3）品質工学の研究、普及および当法人への多大な貢献に対

する表彰

(4)運営赤字の

解消

収入に応じた運営

ができている

1. 収入に応じた活

動を実施すること

2. 会員増加を図る

こと

定款に定められた

「当学会の目的を達成するための８

つの活動項目」

(3)会員支援 会員各々の目的

の実現を支援でき

ている

会員の目的・期待を

把握し、 会員の活

動をしっかり支援する

こと

(1)社会課題へ

の対応

社会の問題・課題

を先取りし、それら

を解決・ 達成する

ための損失低減の

方策を開発できて

いる

SDG'S など社会課

題に対し、社会損失

低減に目を向け 取

り組むこと

(2)品質工学の

成果発信と活

用促進

品質工学の研究

成果を広く社会に

発信し活用の促

進ができている

1. 学会活動のDX

化を進め、情報の発

信と活用促進を効

果的かつ効率的に

進めること

2. 発信・活用すべ

きこれまでの研究成

果を整備すること
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３）機能のばらつきを測定する SN 比の体系 

４）品質工学のための数理 

５）クレーム、保全に対する品質工学 

 

1.2. 横幹連合への参画 

・横幹連合会員団体との連携を引き続き進めます。 

 

1.3. JAQ への参画 

・日本品質管理学会、日本科学技術連盟、日本規格協会、日本能率協会および品質工学会の品質関

連 5 団体で 2023 年 4 月 1 日、正式に設立しました。昨今のデータ改ざん問題など、日本の品質問題につ

いてオールジャパンで対応する活動に参画していきます。 

 

1.4. 日本規格協会との連携 

・引き続き、「日本規格協会理事長賞」のスポンサーシップをいただける関係を維持し、加えて品質工学の研

究・活用と教育・出版で連携を進めます。 

 

1.5. 日本品質管理学会との連携 

・日本品質管理学会と品質工学会との共同研究会である 「商品開発プロセス研究会」 の活動を引き続き

行っていきます。研究報告を両学会での研究発表大会、学会誌等で適宜行っていきます。 

 

1.6. 日科技連との連携 

・理事会に参画いただくとともに、連携の検討を進めます。 

 

1.7. 産総研との連携 

・産業技術総合研究所および一般社団法人ミニマルファブ推進機構のファブシステム研究会との技術交流を

引き続き促進します。 

 

1.8. JAXA との連携 

・JAXA 品質工学研究会へ引き続き参画し、JAXA の JIANT システムと品質工学のパラメータ設計の連携

性の研究を継続します。 

 

2. 運営統括 
従来から運営してきた企業交流会企画委員会、教育・普及委員会、新規事業委員会（商品開発プロセス

研究会、ファブシステム研究会）、経営委員会（次世代経営研究会）、編集委員会、広報部会、審査表彰

部会の定常活動は継続していきますが、会員に取ってさらに有意義な活動になることに留意して活動していきます。 

 

2.1. 品質工学エンジニア認定審査委員会 

・応募促進策を継続して検討していきます。 
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2.2. 事業部会 

2.2.1.  企業交流会企画委員会 

・会場を提供いただく企業の調査は継続実施し、その企業における品質工学の推進に取って良いタイミングを

見ながら調整していきます。今までのように名乗りを上げる企業は多くはないとも予想され、毎年の開催に拘ら

ずに検討していきます。 

 

2.2.2．教育普及委員会 

・「品質工学の教育・普及活動の構想」を元に、以下の活動を今年度より行っていきます。 

１）不特定多数に対する訴求→パブリックリレーションの強化 

品質工学の価値、効用の PR と対応を学会のホームページ等を活用して Q&A 形式で広報することを検

討していきます。 

２）基礎教育の提供 

解析ツール活用講座に加えて基礎教育の準備とトライアルを行います。品質工学基礎講座第一巻「開

発設計段階の品質工学」を テキストにして品質工学の概要を解説する講義をその配信方法も含めて検

討していきます。 

３）外部セミナーの推奨 

学会推奨制度、 品質工学活用支援体制（外部機関への支援、指導員制度）も全体構想の中で検

討していきます。品質工学エンジニアリング制度とのリンクを行っていきます。 

 

2.2.3. 経営委員会 

2.2.3.1. 次世代経営研究会 

・講演とパネル討論で構成した定例会を年 2 回、さらに課題を深堀する WG を年 3 回程度開催し、経営

課題とそれに対応する品質工学の適用研究を継続します。WG の次ステップとして、本研究会の活動で浮き

彫りになった経営課題に対し品質工学に考え方をどう活用していくか、特に社会価値の総合的な創出と評価

および経営損失の低減を図るための視点に焦点を当てて課題への対応を深堀していきます。 

 

2.2.3.2. ファブシステム研究会 

・産業技術総合研究所および一般社団法人ミニマルファブ推進機構のファブシステム研究会との技術交流を

引き続き促進します。中核機関である産総研ファブシステム研究グループの技術開発課題に対しての支援に

加えて、ファブシステム研究会の会員である約 150 社の企業への啓蒙活動を産総研と連携して行っていきま

す。 

 

2.2.4. 新規事業委員会 

2.2.4.1.商品開発プロセス研究会 

・ここ数年は WG 毎の活動を軸にしていましたが、その活動に加えて全体委員会を並行して適宜開催してい

き、各 WG の研究成果を盛り込み新商品開発プロセスの全体をつなげた推奨プロセスモデルをまとめるため研

究活動を促進していきます。 
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2.3. 審査表彰部会 

昨年同様、以下の活動を継続実施します。 

・過去の論文賞授賞論文、発表賞授賞研究および優良事例を再評価し、レビュー集にまとめる活動 

・論文賞、発表賞、ASI 賞、大会実行委員長賞、会長賞、学生賞の授賞規程および審査内規の見直し 

2.4. 出版部会 

編集委員会 

・学会誌を年 4 回編集・発行していきます。また、学会全体のコスト低減の一環として、2025 年 1 月号より

紙印刷から電子化（PDF 版）に移行する予定です。その準備を進めます。 

・論文投稿促進の一環として、6 月の研究発表大会で発表した予稿 6 ページの全てに対して論文として学

会誌に投稿するよう働きかけを行います。 

 

2.5. 広報部会 

・品質工学の一般外向けの情報発信としての有効な方策を事業部会教育普及委員会と連携して検討して

いきます。 

 

3. 組織統括 
前年度に引き続き、学校教育委員会活動、企業普及委員会活動、研究会連携委員会活動を継続していき

ます。また、運営統括、技術統括各委員会との連携を強化し、効果的な情報発信のあり方を検討していきます。 

 

3.1. 学校教育委員会 

・前年度同様、関係者と共に年に２回の学校交流会を実施して参ります。2024 年度からは、懇親会含め

た対面での実施を目指し、交流会の定着および発展を目指して参ります。引き続き定着化に向けて取り組ん

で参ります。 

 

3.2. 企業普及委員会 

★社会損失低減 

・前年度整理した社会損失低減研究領域は以下の６つです。 

（出荷前損失）方針損失、プロセス損失、オペレーション損失 

（出荷後損失）機能のばらつき、使用コスト、公害 

・全ての領域で様々な取り組みが実施されておりますが、この中でプロセス損失の中の源流開発つまり商品企

画前に行う技術開発へのフロントローディングについては、産業構造が二次から三次に変化する中、製造業に

おいて喫緊の課題となっていると認識しております。 

・そこでまず本年度は実際の企業で役に立つプロセス損失低減の考え方と方法論の研究を先行して進めてい

きます。ここでは産官学連携も視野に研究を進め、学会主導型研究の一つの雛形を作ることを目指します。 

・加えて他の領域についても研究の進め方を検討していきます。 

 

★企業向けテキスト 

・前年度に引き続き、作成した企業向けテキストの内容に基づいて日本規格協会の「標準化と品質管理」

に、企業目線での情報発信を継続していきます。 
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・また、前年度に引き続き、作成した企業向けテキストに品質管理をシームレスにつないで進化させた新しいテ

キスト作りも継続して進めていきます。 

★情報発信方法検討 

【従来の広報活動を活用した普及】 

・前年度は「研究発表大会」および「SQ 誌」について情報発信のあり方に工夫を加えましたが、今年度は「学

会誌」、「講座」、「HP」、「公認研究会」も加えて効果的に情報発信のあり方を検討していきます。 

 

【新たな情報発信システムの構築】 

・従来の広報活動以外の情報発信のあり方についても、検討を開始します。 

 

3.3. 研究会連携委員会 

・これまで各公認研究会および品質工学会間のコミュニケーションの活性化を図り、コロナ禍の影響でリモート

開催が比較的容易にできるようになったこともあって徐々に活性化してきたと認識しております。 

・そこで今年度からは、学会主導の研究を研究会と共同で進めるなど研究活動や情報発信の連携を検討し

ていきます。 

 

4. 技術統括 
今年度も昨年度に引き続き、国際化対応委員会活動、大会企画・運営と技術向上委員会活動、MT システ

ム応用研究委員会活動を軸に取り組みます。学会からの情報発信のあり方を関係部会、委員会とともに横断的

に検討する中で、成果を各活動に反映させていきます。 

 

4.1. 国際化対応委員会 

・国際ページ立ち上げに向け、継続して広報部会と共にウェブページ作成を実施します。 

その中で、おすすめ事例/おすすめ書籍を検討し、情報提供していきます。 

・学会 HP の一部英語化に向けての活動を継続します。 

・ICRQE2024 マレーシア開催（2024 年 9 月 2 日，３日）に向けて、アドバイサリーとして協力を行いま

す。 その中で日本からの論文発表の働きかけの他、過去に大会発表事例や学会誌に掲載した論文（過

去事例）の紹介を行うセッションを作り、情報発信することにしています。 

 

4.2. 品質工学研究発表大会実行委員会 

・第 32 回品質工学研究発表大会(RQES2024S)を、2024 年 6 月 27 日（木）、28 日（金）に、

現地会場を経費削減のため統計数理研究所に変更し、オンライン配信のハイブリッド開催で実施します。 

・全発表を発表＋ポスター展示とすることでこれまでの壇上発表とポスター発表の差異を無くし、より活発な議

論に繋げたいと考えています。 

 

4.3. 技術戦略研究発表大会実行委員会 

・第 17 回品質工学技術戦略研究発表大会（RQES2024A）を，2024 年 11 月 21 日（木）に、

現地会場を経費削減のため従来の星稜会館から統計数理研究所に変更し、オンライン配信のハイブリッド開

催で実施します。 
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・技術戦略研究発表大会を学会としての研究発表の場として継続していくための新しい実行委員会(運営、

企画)を作り、他企画、他団体と合同で新しいイベントとするために以下の運営方法を検討していきます。 

➀学会主導の研究会がセッション座長となり、セッション内容を検討する。 

②テーマ公募研究会/分科会が立ち上がり研究成果が出たら、同様にセッション座長となり、セッション内

容を検討する。等 

 

4.4. 技術向上委員会 

今年度は 12 回の委員会（1 回/月）を開催し、品質工学の「体系化」、「新領域適用」、「手法研究」の 3

領域について前年から継続中のテーマについて活動します。  

「体系化」 

・2024S 大会発表の事例を中心にデータベースを更新し、広く活用を促します。 

「新領域適用」 

・前年度は商品開発プロセス研究会活動への参画が不十分であり、今年度はより積極的に活動へ参画しま

す。 

「手法研究」 

・昨年度は RT 法の課題の議論を進めましたが、今年度は 23 年度項目に挙げた項目の内、未検討のテー

マについて議論を進めていきます。その成果を学会誌に投稿、または、次年度の大会で発表します。 

➀ SN 比、MT システム、損失関数の数理 

② 直交表の活用・応用 

⓷ RQE の教育推進 

④ 学会の活性化・会員増加活動 

・昨年度に引き続き AI 技術専門家との連携を進め、品質工学の新たな可能性を探ります。 

 

4.5. MT システム応用研究委員会 

・オンラインを前提とし、検討会議を 2 回以上行う予定です。 

・振動や時系列といった、あまり触れられていないケースを中心に検討を行います。 

・過去の発表事例の詳しい紹介、現在進行形の検討課題なども取り上げる予定です。 

   

5. 総務部会 

5.1. 会議体運営 

総会:    発表大会の実会場での開催が復活し、リモートと併せたハイブリッド開催となることに連動し、 

総会もハイブリッド形式とし、大会とは独立して開催します。 

理事会:  定例の年 4 回(6、9、12、3 月)の開催の他、必要に応じて、臨時招集またはメール審議とし   

て開催します。また、理事会として学会の課題・方針についての議論の時間を増やします。 

部会長会議: 毎月 1 回計 12 回定例通りに開催します。 

  

5.2. 予算管理(全般、会費徴収管理など) 

・3 年余り続いたコロナによる行動制限や特別措置も緩和されてきたことから、今年度はイベント等のリアル開

催復活による経費増が見込まれ、一方、収入面ではこの 3 年を支えてもらえた補助金等の見込みはなく、ま
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たコロナ前から引き続く会員減少およびイベント参加者の減少による減収傾向の中、慎重に予算管理を実施

します。そのため各部会/委員会には今まで以上の節約と共に、大会等イベント会場の変更、学会誌の電子

化、事務所の移転などを検討し、可能な時期から実施していく予定です。 

 

5.3. 貢献賞 

・2024 年度も例年通り貢献ポイントの累計を基に授賞を実施します。 

 

5.4. 規程整備 

・引き続き、法人化以前に制定されたままとなっている暫定規程の改定を各々の主管部門に促すと共に、総

務主管としてまだ整備できていない倫理規程、理事監事選任規程、就業規程、文書管理規程等の内いくつ

かについては制定作業に着手します。 
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[報告] (2) 

 

2024 年度 予算案 
 

 

⚫ 予算策定方針と各科目の計上理由 

⚫ 品質工学会 2024 年度予算案(総合計) 
 

※ 予算案「総合計」は、下記の予算をまとめて表記しております。 

 

 

記 

 

総合計の内訳 

I. 一般会計 

II. 特別会計 

1) 学生賞特別会計 

2) 地震予知 MT システム研究特別会計 

3) 田口賞特別会計 
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方針と各科目の計上理由 

 

1) 予算作成方針 

 

 コロナ禍以前から引き続く会員数減少およびイベント参加数の減少等による事業活動収入が減少傾向

にある中で、事業活動支出の中で出版関連経費、管理経費が定常的に大きな割合を占めており、収支

バランスの改善が喫緊の課題となっています。 

これに対し、従来以上に予算管理を強化するとともに、イベント会場の変更、学会誌の電子化、事務所の

移転など収支改善策を検討し、可能な時期から実施する予定です。 

 

本予算案に関しては、「事業活動収支」および「総収支」の均衡を大原則としつつ、策定にあたって以下

の考え方を基本としました。 

 

(1) 支出の計上額ついて、担当部会/委員会の要求内容の必要性、また額の算出根拠の具体性

について精査し、節約または適正な額とする。 

(2) 以下の経費について、「総収支」では均衡させる。 

1. 田口賞、学生賞、地震予知 MT システム研究会の経費はそれぞれの「特別会計」より 

2. 貢献賞作成費用は会員の皆様からの寄付金を原資とする「貢献賞基金積立金」より。 

(3) 大会会場を統計数理研究所施設利用とする。 

(4) 大会等のイベントでの懇親会については、その支出を参加者から徴収した懇親会費で賄うように

運営することを原則とする。(但し、無料参加者の多い春の大会は例外とする) 

(5) 例年予算化してきた「各部会・委員会の経費」については、本年度の収支状況を鑑みて最低

額とする。 

(6) 予算以上にまたは予算外で経費が必要な事案が発生した場合は、都度協議の上で、予備費

から充当する。 

(7) 以上を基本として各科目に計上した結果、「総収支」において赤字が生じる場合には、その分を

「学会活動積立金」から取崩し、「総収支」を均衡させた予算とする。 

 

 

2) 各科目の計上理由 

予算書の算定根拠欄を参照ください。 

 

. 
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以上 



一般社団法人 品質工学会 2024 年度総会資料 

 

 

紹介 1 

 

紹介 
 

(1)  2024 年度支援会員の紹介 
 定款運用細則第 5 条に基づき、下記の名(正会員)の皆様に「支援会員」の称号を授与し、学会への

貢献を称えます。 

 

支援会員   佐々木市郎、  土屋 元彦、  早川 幸弘、  矢野 耕也       

(敬称略、五十音順) 

 

 
 

 

(2) 2023 年度品質工学会貢献賞受賞者の紹介 
 

品質工学会では、品質工学の発展と学会の活動や行事に貢献していただいた会員に、その努力を称

えて貢献賞を授与します。 

2023 年度のポイントにより、新たに受賞されたみなさんは以下であります。(得点順、敬称略) 

 

金賞: 安藤 力、 岩永 禎之、 河田 直樹、 坂川 義満、 佐々木 康夫  ・・・(5 名) 

銀賞: 椿 広計、 見原 文雄、 高濱 正幸  ・・・(3 名) 

銅賞: 貞松 伊鶴、 大塚 宏明、 森 富也、 今津 貴文、 和田 貴秀、 鈴木 智雄、 

     窪田 葉子、 茂木 悠佑  ・・・(8 名) 

入賞: 吉村 孝史、 側 友宏、 岡野 浩之、 伊藤 浩、 喜多 和彦、 岩垂 邦秀、 

     小原 仁  ・・・(7 名) 

※ 会員ご自身の貢献賞得点につきましては、学会ホームページ上で確認いただけます。下記をご参照ください。 

品質工学会ホームページ 会員専用ページ ⇒ 事務局ページ  

        ⇒ ログイン ⇒ 会員登録情報確認・変更 ⇒ プロフィールを閲覧 

(参考）定款運用細則 第 5 条 

1.  1 年間に 1 口 1 万円、1 口以上の寄付を行った個人に、1 事業年度を限度

に、支援会員の称号を授与する。 

2.  支援会員の称号は、会員又は会員以外の者の善意に敬意を表するものであ

り、前条に定める会員の特典等は、支援会員はこれを有しない。 
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紹介 2 

 

 

【貢献賞特別基金】へのご協力のお願い 

貢献賞は皆様からの寄付金による特別基金によって運用しております。 

この特別基金は、個人 1 口 2、000 円、法人 1 口 10、000 円として寄付を募っており、何口でも受

付いたします。また、個人会員に対する特典として、寄付 1 口を 2 点として貢献点に加算させていただき

ますので、主旨をご理解の上ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

貢献賞 

この賞は、学会活動および学会外の品質工学に関する活動に対して貢献点を与えて、累積得点

が 100 点に達したときに貢献賞入賞(賞状)、200 点に達したときに銅賞(銅メダル)、300 点に達し

たときに銀賞(銀メダル)、400 点に達したときに金賞(金メダル)が授与されるものです。会員の皆様

は、おおいに頑張って得点の高い賞を狙ってください。 品質工学会貢献賞得点基準に基づく貢献得

点は、下表の通りです。 

  貢献賞得点 配分表 (抜粋)  

点数 項  目 点数 項  目 

1 

学会誌校正 

5 

大会発表 

会員歴 大会役割 

貢献賞基金(１ポイント/1000 円) 会計監査 

学会誌後書き 学会誌編集委員 

アンケート協力 大会遠隔地委員 

2 

公認研究会会員 大会当日実行委員 

学会誌投稿(広場・会員紹介・会員の声) 

8 

学会誌論文賞銀賞 

学会誌査読、校正 大会発表賞銀賞 

会員推薦 副会長 

論文アブストラクト英訳 

10 

学会誌論文賞金賞 

アンケート協力（詳細意見添付） ASI 賞 

3 

発表大会参加 大会発表賞金賞 

代議員 日本規格協会理事長賞 

認定研究会委員 本部役員 

学会誌投稿(視点･機能性評価･グループ紹介) 学会誌論文 

大会実務 大会講演 

大会司会 大会論文発表 

4 
各部会実務 大会実行委員長 

社内外で事例発表 大会実行委幹事 

5 
論文賞・大会賞・ASI 賞審査担当 会長 

各部会委員   
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